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株
式
会
社
Ｓ
Ｒ
Ａ
東
北

人
工
知
能
技
術
を
活
用
し
た

次
世
代
型
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｇ
Ｅ（
ザ
ジ
ャ
ッ
ジ
）」

鉄
塔
は
塗
装
の
劣
化
状
況
に
よ
っ

て
塗
り
直
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

従
来
は
人
間
の
経
験
と
目
で
、
そ
の

劣
化
度
を
判
断
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
判
断
が
属
人
化
し
、
誤
っ
た

検
査
結
果
が
発
生
し
て
し
ま
う
リ
ス

ク
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

収
集
し
た
サ
ビ
の
デ
ー
タ
で

シ
ス
テ
ム
開
発
を

同
社
で
は
、
ま
ず
鉄
塔
の
写
真
を

集
め
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

２
０
１
８
年
に
は
事
業
部
が
立
ち
上

が
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
本
格

稼
働
し
、そ
れ
に
伴
っ
て
サ
ビ
の
デ
ー

タ
の
収
集
も
加
速
し
て
い
っ
た
と
い

い
ま
す
。

サ
ビ
は
、
鉄
塔
が
立
っ
て
い
る
場

所
に
よ
っ
て
色
や
状
況
が
異
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
写
真
１
枚
１
枚
が

大
切
な
デ
ー
タ
な
の
で
す
。

暑
さ
、
寒
さ
の
中
で
の
撮
影
作
業

は
予
想
以
上
に
大
変
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
地
道

な
作
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、
社
内

で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
た

い
と
い
う
強
い
意
識
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
と
い
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
、
開
発
を
進
め
て
き

た
腐
食
劣
化
度
診
断
シ
ス
テ
ム
「
Ｔ

Ｈ
Ｅ

Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
（
ザ
ジ
ャ
ッ

ジ
）」
が
つ
い
に
運
用
開
始
。
こ
れ
は
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
日
本
初
の
シ
ス
テ

ム
と
な
り
ま
し
た
。

業
務
効
率
化
に
成
功
。

今
後
の
さ
ら
な
る
広
が
り
に

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
当
初
の

目
的
と
し
て
い
た
、
劣
化
度
の
判
断

の
正
確
化
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
業

務
も
効
率
化
が
進
み
ま
し
た
。

約
４
０
０
時
間
も
か
か
っ
て
い
た

塗
料
計
画
の
策
定
が
、
な
ん
と
80
時

間
ま
で
短
縮
さ
れ
た
の
で
す
。

さ
ら
に
専
用
の
ア
プ
リ
も
開
発
。
そ

れ
を
使
う
こ
と
で
、
現
場
で
す
ぐ
に

サ
ビ
の
判
定
が
可
能
と
な
り
、
業
務

の
大
幅
な
効
率
化
に
も
つ
な
が
り
ま

し
た
。

「
失
敗
を
怖
が
ら
ず
、
と
に
か
く

前
進
し
て
い
く
こ
と
」
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
成
功
の
要
因
だ
と
い
い
ま
す
。

今
後
同
社
で
は
、
蓄
積
し
た
画
像

デ
ー
タ
か
ら
劣
化
度
の
推
移
や
劣
化

度
予
測
の
仕
組
み
を
整
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
適
切
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
塗
装
に
つ
な
げ
る

と
い
っ
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
高
度
化

を
目
指
す
と
共
に
、
鉄
塔
以
外
で
の

Ａ
Ｉ
活
用
の
可
能
性
を
模
索
。
今
後

も
事
業
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
模
索

た
ど
り
着
い
た
Ａ
Ｉ
活
用
法

仙
台
市
に
あ
る
株
式
会
社
Ｓ
Ｒ
Ａ

東
北
は
、
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
人
材
を
有
す
る

Ｉ
Ｔ
企
業
の
ひ
と
つ
。
金
融
系
や
電

力
系
の
シ
ス
テ
ム
構
築
を
得
意
と
す

る
企
業
で
す
。

２
０
１
６
年
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
Ｗ
ａ
ｔ
ｓ

ｏ
ｎ
の
Ａ
Ｉ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
パ
ー
ト

ナ
ー
契
約
を
締
結
。
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
開
発

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

新
た
に
考
え
た
サ
ー
ビ
ス
の
数
は

１
０
０
個
以
上
。
そ
の
中
の
一
つ
が
、

『
Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
鉄
塔
の
劣
化
度

（
サ
ビ
の
程
度
）
を
測
る
シ
ス
テ
ム
』

で
し
た
。

塗装の劣化度や腐食度をＡＩによって判定。

判定基準の安定化に貢献

チャレンジ精神と地道な
データ収集でＡＩ活用の道を 受

賞
者

受
賞
件
名

１９８６年、仙台市で株式会社ＳＲＡの
１００％出資会社として設立。Ｗｅｂアプリ
ケーションや、サーバ、ネットワーク構築と
いったＩＴ環境構築に精通。「ＴＨＥ　ＪＵ
ＤＧＥ（ザ ジャッジ）」を含む自社製品、自
社サービスの開発にも取り組んでいる。

株式会社
ＳＲＡ東北とは

商　　号：株式会社SRA東北
設　　立：1986年 12月
従業員数：100名
事業内容： Ｗｅｂアプリケーションや、サーバ、ネット

ワーク構築といったＩＴ環境構築のほか自社
製品の開発なども行う。

会社概要

株式会社SRA東北
〒980-0803
宮城県仙台市青葉区国分町3-1-2
アーバンネット定禅寺ビル５階
T E L：022-221-9061
F A X：022-221-7409
E-mail： biz-dev@sra-tohoku.co.jp
U R L：https://www.sra-tohoku.co.jp/

お問い合わせ先

ＡＩを活用した画像診断技術で、
塗装の腐食度を判定

経験や勘に頼らない、
均質な判定基準が実現

専用アプリとサーバ連携によってって
現場の業務負担が軽減

受賞のポイント

1
POINT

2
POINT

3
POINT

株式会社ＳＲＡ東北

● 鉄塔のサビの腐食度、劣化度をＡＩによる分析に成功
●専用アプリの開発や画像システムの整備によって、 
現場の業務負担を軽減

受賞理由

担
当
者

茂
泉
和
毅
氏

我
妻
裕
太
氏

DXプロジェクトのメンバー

サビの写真収集の様子

JUDGEアプリ劣化度判定画面
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